






コリン作動性神経は同定される。また、ChAT および小胞アセチルコリン輸送体 (vesicular acetylcholine 
transporter; VAChT) をコードするコリン作動性遺伝子座の構造は生物種間で保存されていることも良く










 キイロショウジョウバエ Drosophila melanogaster の情報を基にカイコゲノムデータベースからカイコ
ガ ChAT (BmChAT) 遺伝子及びカイコガ VAChT (BmVAChT) 遺伝子の候補を探索した。候補遺伝子の全塩
基配列を RT-PCR 及び RACE 法によりを決定した。 
 カイコガの幼虫期の組織を摘出し、それらにおける BmChAT 遺伝子および BmVAChT 遺伝子の発現を
RT-PCR により解析した。脳、食道下神経節、各体節神経節での BmChAT 遺伝子の発現を RT-qPCR によ
り解析した。カイコガの卵、1 齢幼虫、5 齢幼虫、蛹、成虫を 24 時間間隔で回収し、BmChAT 遺伝子の
発生段階別発現を RT-qPCR により解析した。 
 コリン作動神経の局在をレポーター遺伝子系により解析するために、コリン作動性神経遺伝子座
のプロモーター領域 (-2000 ~ +30) に EGFP を連結させた人工遺伝子を含む組換えバキュロウイル
スを作出した。組換えバキュロウイルスを幼虫および蛹へ投与し、組織を共焦点蛍光顕微鏡で観察
した。 
 カイコガゲノムデータベースより BmChAT 遺伝子および BmVAChT 遺伝子の候補を選抜し、塩基配
列を決定した結果、両候補遺伝子は 5’末端側 498 bp が共通していることを見出した。またゲノム配列と
照合したところ、共通配列は第 1 および第 2 エクソンに相当していること、BmChAT 遺伝子の第 2 イン
トロン内に BmVAChT 遺伝子のエクソンが入れ子となっていることが明らかとなった。このような構造
は、既知生物種の cholinergic locus で高度に保存されている。一方で、共有するエクソン数が 2 つである
点は、カイコガ特有の特徴であった。BmChAT 遺伝子および BmVAChT 遺伝子を演繹し、コードされた




BmChAT 遺伝子および BmVAChT とした。 






域(-2000 ~ +30)をプロモーターとし、高感度緑色蛍光蛋白質 (EGFP)を連結させた遺伝子コンストラクト
を含む組換えバキュロウイルスを作製した。この組換えウイルスを幼虫及び蛹へ投与した。投与個体の
組織を観察した結果、幼虫期の脳及び食道下神経節に存在する神経分泌細胞で EGFP蛍光が観察された。
また、脳皮層に局在する複数の神経細胞でも蛍光は観察され、多種類の神経系へアセチルコリンが関与
することが示唆された。各神経節では中央の背腹軸対称な細胞で蛍光が強く確認された。神経節でのパ
ターンは類似していることから、アセチルコリンが同一の役割を担っていると考えられる。蛹期では、
脳の神経分泌細胞群、触角葉細胞群、視葉細胞群、キノコ体の傘部で蛍光細胞が認められた。食道下神
経節では腹側全体にわたり蛍光細胞が、各神経節では幼虫期より多数の蛍光細胞が観察された。この結
果から蛹期の脳では、幼虫期での機能に加えて視覚や嗅覚刺激の神経連絡にコリン作動性神経の関与が
示唆された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
